
第５学年社会科学習指導案 
日 時 平成１７年１０月１２日（水）授業１ 

学 級 ５年１組 男19名 女16名 計35名 

場 所 ５年１組教室 

授業者 教諭 佐藤  正寿 

 

１ 単元名 「１ 自動車工場をたずねて」（教育出版上） 

 

２ 単元について 

 (1) 教材観 

   本単元は、学習指導要領第５学年２内容(１)ア「様々な工業製品が国民生活を支えていること」ウ「工

業生産に従事している人々の工夫や努力，工業生産を支える貿易や運輸の働き」に基づいて構成してい

る。 

   我が国の工業は国民生活を支える重要な産業である。本単元はその工業について日本の代表的な例で

ある自動車産業を学習するものである。自動車産業は日本の経済の中心産業の一つであり、国内生産だ

けではなく海外への輸出も盛んである。また、自動車を使うことも日常化しており国民生活との関わり

も深い。その点では工業生産の学習では最適の対象と言える。具体的には，生産を高めるための工夫や

努力，消費者の願いに応えた生産等を学習内容とし、最終的には自動車産業が自分たちの生活と関連し

ている点に気付かせることがねらいである。 

 (2) 児童観 

   児童は１学期に農業や水産業について学習をしてきている。その学習で，働いている人々に関心をも

ち，人々の工夫・苦労や喜びといった視点をもつことができるようになった。資料活用技能では、写真・

表・グラフの基本的な読み取りができるようになった。児童の社会に対する興味は高く，８割近くの子

が「社会科の学習がとても好き」「社会科の学習がどちらかといえば好き」というアンケート結果が出て

いる。 

   ただし、事前テストの結果によると，工業についての知識が非常に少ない。これは実際に工業生産の

工場を見学する機会がないためと思われる。また，資料の深い読み取り技能も十分には身に付いておら

ず，工業についての社会的なものの見方・考え方についてもほとんどの児童が表層的である。これらの

実態に即した指導が必要である。 

 (3) 指導観 

   指導にあたって特に重視する点は次の５つである。 

  ①基礎的な用語，基礎的な学習技能を重視する。 

   児童と工業との関わりは薄い。しかも，この学習内容の資料（グラフ，写真）ではある程度の学習技

能が必要である。そこで，国語辞典等で内容に関わる用語を調べさせたり，「グラフの見方」といった学

び方を重視した指導をしたりしていく。 

  ②児童の問いを大切にする。 

   自ら学ぶ力を育てるためには，主体的な問題解決的な学習が不可欠である。単元の導入段階や発展的

な学習の最初で児童に問いを出させ，それをもとに学習の構成を考えていく。 

  ③働く人の視点から考えるようにする。 

   工業に従事している人に具体的に迫ることが，児童の理解を促進すると思われる。教科書に出ている

事例だけではなく，ビデオ教材等を活用しながら働いている人の例に迫っていく。 

  ④「社会的なものの見方・考え方」を発問や第２課題で深める。 

   学習内容の理解だけではなく，「今後自動車作りのために大切なことは何か」といった思考を必要とす

る発問や第２課題等により，社会的なものの見方や考え方を深めるようにする。 

⑤「深める」内容の発展的な学習を行う。 

   発展的な学習には「広げる内容」と「深める内容」がある。この単元では「未来の自動車作り」を深

めるようにする。具体的には「環境にやさしい車」や「安全な車」等を扱い，見方や考え方を深める。 



３ 単元の目標と評価規準 

 目  標 評 価 規 準 

社会的事象

への関心・

意欲・態度 

○日本の自動車産業や自動車工場の仕事に関

心をもち、意欲的に調べようとする。 

・自動車産業が盛んな理由や自動車工場の仕事の

工夫や苦労に関心をもち、意欲的に課題を調べ

ようとしている。 

社会的な思

考・判断 

○自動車産業に携わる人々の生産を高める工

夫・努力や，自動車産業と人々の生活との関

わりについて考えることができる。 

・自動車の生産を高めるための効率化の工夫や安

全性への努力、自動車産業と国民生活の深い結

びつきについて考えている。 

観察・資料

活 用 の 技

能・表現 

○自動車工場に関する写真や地図，統計などの

資料を目的に合わせて収集・選択し，的確に

読み取ることができる。 

・写真や地図，統計などの資料を図書館やインタ

ーネットから目的に合わせて収集・選択し，自

分なりの解釈をもって読み取っている。 

社会的事象

についての

知識・理解 

○自動車工場の様子を調べ，その現状と課題に

ついて理解することができる。 

・自動車工場で働く人々の工夫や努力，今後の自

動車産業の課題について理解している。 

 

４ 単元の指導・評価計画（１５時間扱い） 

       具体の評価規準 段

階 

時 

間 

 

目   標 

・主な学習活動 

○・・学習課題  

☆・・主な支援の手立て 

評価規準 

【評価の観点】 

（評価方法） 
Ａ：十分満足できる

判断する視点 

Ｂ：概ね満足できる

と判断する視点 

努力を要すると

判断された児童へ

の手立て 

 

と

ら

え

る 

 

１ 

資料の話合

いを通して、自

動車作りにつ

いて興味や関

心を持ち、調べ

てみようとす

る。 

○自動車作りについて課

題を作ろう。 

・自動車作りで知っている

ことを発表する。 

・課題を作り，発表する。

☆経験や資料から気付き

を深める。 

自動車づくりに

関心をもち、調べ

るようとしてい

る。 

【関・意・態】 

（発表・ノート）

自動車づくりに

関心をもち、自動

車工場や働く人々

について，視点を

もって調べるよう

としている。 

 自動車づくりに

関心をもち、自動

車工場や働く人々

について，調べよ

うとしている。 

友達の発表か

ら、調べてみよ

うとする意欲を

もたせる。 

 

２ 

自動車工場

の配置の工夫

や，そこに工場

が作られたわ

けを読み取る

ことができる。 

○なぜ自動車工場が苅田

町に作られたのか。 

・工場の様子を図から読み

取る。 

・苅田町にできた理由を考

える。 

☆写真や図を見る視点を

教える。 

写真や図などを

もとに、苅田町に

工場ができた理由

を読み取ってい

る。 

【技能・表現】 

（発表・ノート）

工場の全景写真

と配置図を比べな

がら，立地条件や

配置の特徴を読み

取っている。 

工場の全景写真

と配置図から，立

地条件や配置の特

徴を読み取ってい

る。 

 写真と配置図

のそれぞれから

わかることを具

体的にあげさせ

る。 

 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

自動車工場

について，自動

車ができるま

での様子や働

く人たちの様

子を意欲的に

調べようとす

る。 

○自動車ができるまでの

様子を調べよう。 

・インターネットで調べ

る。 

・気付いたことをノートに

書き，発表する。 

☆視点を確認してから調

べさせる。 

 自動車工場の様

子や働いている人

の様子について意

欲的に調べようと

している。 

【関・意・態】 

（発表・ノート）

自動車ができる

までの様子や，工

場で働く人たちの

工夫や努力につい

て，自ら問いをも

って意欲的に調べ

ようとしている。

自動車ができる

までの様子や，工

場で働く人たちの

工夫や努力につい

て，意欲的に調べ

ようとしている。 

自動車づくり

の様子をインタ

ーネットを使っ

て視覚的に提示

する。 



ふ

か

め

る 

 

４ 

自動車工場

では，自動車を

早く，正確に，

安全に作る工

夫をしている

ことを理解で

きる。 

○自動車づくりの工夫は

何だろうか。 

・インターネットで調べ，

気づいたことをノート

に書き，発表する。 

☆視点を確認してから調

べさせる。 

 自動車を早く，

正確に，安全に作

る工夫をしている

ことを理解してい

る。 

【知識・理解】 

（発表・ノート）

自動車作りに携

わる人たちが，自

動車を早く正確に

安全に作る工夫や

努力をしているこ

とを，具体例を挙

げて説明してい

る。 

自動車を早く，

正確に，安全に作

るための工夫や，

働く人たちの努力

を理解している。 

 組み立てライ

ンでの作業の様

子や，働く人の

話から理解させ

る。 

 

５ 

 

 

 

自動車工場

では，働く人の

環境を整え，地

域の環境も守

りながら生産

していること

に気付くこと

ができる。 

○働く人や地域の環境の

ために，どのような工夫

がされているのか。 

・文書資料の読み取りをす

る。 

・工夫やよさを考える。 

☆環境の視点を与える。 

 自動車工場での

働く人の環境や地

域の環境について

考えている。 

【思考・判断】 

（発表・ノート）

 自動車工場の働

く人の環境や地域

の環境について，

多面的に考えてい

る。 

自動車工場の働

く人の環境や地域

の環境について，

考えている。 

 働いている人

の話をもとに，

環境の工夫を考

えさせる。 

 

 

６ 

 シート工場

について調べ，

生産や出荷の

様子から自動

車工場との結

びつきを考え

ることができ

る。 

○シートはどこで，どのよ

うに作られているのだ

ろうか。 

・写真や図から読み取る。

・自動車工場との関係を考

える。 

☆読み取る視点を与える。

 生産や出荷の様

子から自動車工場

との結びつきに気

付いている。 

【思考・判断】 

（発表・ノート）

シート工場と自

動車工場が深く結

びつき，生産の影

響を受けやすいこ

とを考えている。

シート工場と自

動車工場が深く結

びついていること

を考えている。 

教科書の資料

や友達の発表か

ら，その関係を

考えさせる。 

  

７ 

 

 

関連工場で

働く人々の努

力や工夫と関

連工場の働き

について理解

することがで

きる。 

○自動車工場と関連工場

の結びつきはどのよう

になっているのか。 

・文書資料を読み取る。 

・図から関係を考える。 

☆図を読み取る視点を与

える。 

 自動車工場と関

連工場の関係につ

いて理解してい

る。 

【知識・理解】 

（発表・ノート）

 

 自動車は，自動

車工場と関連工場

とが協力し合い，

計画的に生産をし

ていることを理解

している。 

自動車を作るた

めの，自動車工場

と関連工場のそれ

ぞれの役割や関係

について理解して

いる。 

 教科書の資料

や友達の発表か

ら，その関係を

考えさせる。 

 

８ 

 

 

自動車の輸

送方法につい

て興味をもち，

新車を船に積

み込む仕事に

ついて調べる

ことができる。 

○たくさんの自動車をど

のようにして船に積み込

むのだろうか。 

・写真と文書資料から読み

取る。 

☆読み取る視点を与える 

 

 新車を船に積み

込む仕事について

調べている。 

【技能・表現】 

（発表・ノート）

写真と働く人の

話を関連づけて，

自動車を船で運ぶ

仕事の様子につい

て調べている。 

 

自動車を船で運

ぶ仕事の様子につ

いて調べている。 

 

写真から読み

取れることを考

えさせる。 

 

 

９ 

 

 

 

自動車を輸

送する人たち

の仕事の様子

を調べ，工夫や

努力，思いにつ

いて理解する

ことができる。 

○自動車を運ぶ人たちは

どのような工夫や努力

をしているのだろうか。

・写真と文書資料から読み

取る。 

☆働く人の話に着目させ

る。 

 自動車を輸送す

る人たちの工夫や

努力，思いについ

て理解している。

【知識・理解】 

（発表・ノート）

自動車の輸送は

車を傷つけずに予

定どおり運ぼうと

する人たちの工夫

や努力，思いに支

えられていること

を理解している。

自動車の輸送に

携わる人たちは，

車を傷つけずに，

予定どおりに運ぶ

工夫や努力をして

いることを理解し

ている。 

働く人の話か

ら思いを考えさ

せる。 



  

10 

 

 

 

全国に広が

る交通網につ

いて調べ，その

役割を考える

ことができる。 

○交通網はどのようにな

っているのだろうか。 

・地図を読み取る。 

☆輸送手段について経験 

 から考えさせる。 

 交通網の役割と

輸送手段の違いや

利点を考えている

【思考・判断】 

（発表・ノート）

運輸の仕事の果

たす交通網の役割

や，自動車・船・

鉄道・航空機によ

る輸送のしかたの

違いや利点を考え

ている。 

運輸の仕事に利

用される高速道路

の役割や，自動車

と船による輸送の

違いや利点を考え

ている。 

旅行の経験も

あわせて，その

輸送機関を利用

した理由を考え

させる。 

 

ま

と

め

る 

 

11 

～ 

12 

 

 

自動車に乗

る人たちの願

いについて調

べ，「安全で人

や環境にやさ

しい」自動車作

りが進められ

ていることを

理解できる。 

○自動車づくりへの願い

は何か。どのような工夫

や努力が行われている

のか。 

・願いを発表する。 

・自動車づくりの工夫や努

力を調べる。 

☆グループごとに活動を

させる。 

「安全で人や環境

にやさしい」自動

車作りが進められ

ていることを理解

している。 

【知識・理解】 

（発表・ノート）

 

 

これからの自動

車作りは，人や自

然との共生を考え

ながら進めていく

必要があること

を，理由をもとに

理解している。 

これからの自動

車作りは，人や自

然との共生を考え

ながら進めていく

必要があることを

理解している。 

自動車のパン

フレットのキー

ワードをもとに

考えさせる。 

 

ひ

ろ

げ

る 

 

 

 

13 

～ 

14 

 

 

 

「未来の自

動車」につい

て，グループご

とにテーマを

調べまとめる

ことができる。 

○「未来の自動車」はどの

ようなものがいいのか。

・グループ別に調べる。 

・画用紙にまとめる。 

☆必要な資料を選ばせる。

「未来の自動

車」について調べ，

その特徴をまとめ

ている。 

【技能・表現】 

（画用紙） 

「安全・人・環

境」の視点で調べ、

その特徴を自分た

ちの主張を入れて

画用紙にまとめて

いる。 

「安全・人・環

境」の視点で調べ，

その特徴を画用紙

にまとめている。 

 読み取りの観

点を示しなが

ら，わかること

を中心にまとめ

させる。 

チ

ャ 

 

15 

 

本

時 

 「未来の自動

車」について調

べたことを発

表し，今後の自

動車作りで大

切なことにつ

いて考えるこ

とができる。 

○「未来の自動車」につい

て，調べたことを発表し

よう。 

・グループごとに発表す

る。 

・大切なことを考える。 

☆工夫した発問を提示す

る。 

 未来の自動車に

ついて大切なこと

を考えている。 

【思考・判断】 

（ノート） 

未来の自動車に

とって大切なこと

について，いくつ

かの視点を比べて

ノートに書いてい

る。 

未来の自動車に

とって大切なこと

について，視点を

もとにノートに書

いている。 

友達の考えを

手がかりに大切

な点をノートに

書くように支援

していく。 

 ※チャ・・・チャレンジ学習 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５ 本時の指導（１５／１５）【チャレンジ学習】 

(1) 目 標 

  「未来の自動車」について調べたことを発表し，今後の自動車作りで大切な視点について考

えることができる。 

(2) 基礎・基本とのかかわり 

  本時で応用・発展させたい基礎・基本は主として二つある。一つは「資料から調べたことを

目的に応じて表現すること」である。子どもたちは本時の発表のために，学習参考書やインタ

ーネット等の資料から発表シートを作成した。「これからの自動車の特徴」をわかりやすく表現

するために短いキーワードにまとめている。そのねらいに沿った表現を認めていくようにした

い。もう一つは「社会的事象について考えること」ことである。「安全」「人」「環境」といった

未来の自動車に必要条件について社会的なものの見方や考え方を深めさせるようにしたい。 

(3) 本時の指導にあたって 

  本時で重要なことは，今後の自動車作りで大切な視点について話し合いを通して深めるとい

うことである。そのために，児童が調べた内容について，価値観を問う第２課題で深めるとい

う手立てをとっている。具体的には次のように指導をする。 

・最初に「未来の自動車」について調べたことを子どもたちが発表する。これは子どもたちの

調べ活動の表現の場であると共に，違うグループの子どもたちにとっては基本的な情報の理

解の場でもある。 

・発表後に各グループの主張をキーワードでまとめる。この時になぜそれらの視点が必要なの

か考えさせたい。 

・子どもたちの理解が深められた時点で、第２課題「未来の自動車にとって大切なことは何か」

を提示する。「社会的なものの見方や考え方を深める」ためには，このような価値観を考える

活動が必要と思われる。 

(4) 展 開 

段階 学習内容・学習活動 支援の手立てと評価の観点 準備・資料

と 

ら 

え 

る 

 

３ 

分 

１ 本時の課題について確認をす

る。 

 

 

・課題の視点と学習の進め方につい

て確認をする。 

・「これからの車はどのようなものが

いいのか」という疑問から本時の

内容が出ていることに触れる。 

 

 

ふ 

か 

め

る

３

分

２

調

の

 「未来の自動車」について

べたことを発表し、これから
 調べたことについて発表をす

る。 

(1)  安全グループ 

 

・代表グループが発表をする。 

・書いた資料を見やすくしるために

・パソコン 

・プロジェ

クター 

自動車作りについて考えよう。
 

 

 

８ 

 

 

 

 

・丈夫で事故に対応できる車 

(2)  人グループ 

・ハンディをもった人にやさし

い車 

(3) 環境グループ 

・温暖化を防ぐ車，リサイクル

できる車 

 

プロジェクターを活用する。 

・代表グループが発表した後，同じ

グループの中で付け加えをする。 

 

・他グループから質問をとったり，

「初めて知ったこと」を中心に感

想を聞いたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 発表の主張点をキーワードで

まとめる。 

 【キーワード例】 

 ・安全第一 

 ・人と地球にやさしい車 

 

４ 第２課題をつかむ。 

  

 

 

(

 

 

 

 

(

 

比

 

・各グループの発表をキーワードで

まとめる。 

・子どもたちの発表した内容のもと

になる考えを引き出しながら，ま 

とめていきたい。 

 

・自分たちが調べた内容だけではな

く，他のグループで考えたことや

新たな考えを出すようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま 

と 

め 

る 

４分 

５ 

 ・

 ・

 

 

っ

こ

 

(5) 板書

  未

 

 未来

たこ

   

 子ど

 ・人

 

 

 これからの自動車にと
1) 話合いをする。 

2) ノートにまとめる。 

【評価規準Ｂの例】 

・「これらの考えで作ると，費用がか

かるし性能も落ちる。それでも必

要なのか」というゆさぶりをかけ，

考えを深めるようにする。 

・友達の発言から学んだことを相互

評価させ，学び合うよさを感じ取

らせたい。 

 

て大切なことは何か。 

【評価規準】（思考・判断） 

未来の自動車について大切なことを考えている。 

（ノート・発表） 

具体の評価規準      努力を要する」と判断 

 

 

 

 

 これからの自動車にとって大 

切なのは，「安全」「人」「環境」

という視点で自動車作りをする 
（評価規準Ａは他の視点との 

較を加えたもの）  

 

 

 

 

 

今日の学習について振り返る。

自己評価をする 

感想を発表する 

・本時のねらいに沿った観点で自己

評価させる。 

・単に感想発表させるだけではなく、

学びの自覚を促したい。 

 

 

  Ａ       Ｂ     された児童への手立て 

未来の自動車に  未来の自動車   友達の考えを手がかり 

とって大切なこと にとって大切な  に大切な点をノートに書 

について，いくつ ことについて，  くように支援していく。 

かの視点を比べて 視点をもとにノ   

ノ―トに書いてい ートに書いてい   

る。       る。 

とである。 

計画 

来の自動車作り                 

の自動車について調べ   子どもたちの発表資料   これからの自動車にとって

とを発表しよう      ・安全な車        大切なことは何か 

                           ・安全・人・環境 

もたちの発表資料     子どもたちの発表資料   ・費用がかかっても大切 

にやさしい車       ・環境にやさしい車    ・地球や人類のことを考え

ること 


